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仕事の仕事の

窓
災害時を想定した

物資輸送訓練を実施しました
in 石垣市

　
ひ
と
た
び
、
地
震
・
津
波
等
の
大
規

模
災
害
が
発
生
し
、
多
数
の
方
が
避
難

所
生
活
を
長
期
間
強
い
ら
れ
る
状
況
と

な
れ
ば
、
各
避
難
所
に
食
料
等
の
支
援

物
資
を
継
続
的
に
輸
送
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
災
害
が
八
重
山
圏
域
で
発
生
し

た
場
合
、
島
外
か
ら
の
支
援
物
資
を
ど

の
よ
う
に
受
け
入
れ
、
石
垣
島
内
の
避

難
所
は
も
と
よ
り
、
点
在
す
る
離
島
の

避
難
所
に
、
ど
の
よ
う
に
届
け
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。今
回
、沖
縄
県
、

石
垣
市
、
竹
富
町
、
与
那
国
町
並
び
に

沖
縄
総
合
事
務
局
が
共
同
し
て
11
月
10

日
、
石
垣
市
中
央
運
動
公
園
屋
内
練
習

場
で
「
支
援
物
資
輸
送
訓
練
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

【
今
回
の
訓
練
の
想
定
】

　
八
重
山
圏
域
で
大
規
模
災
害
が
発
生

し
、
石
垣
市
、
竹
富
町
、
与
那
国
町
の

全
て
の
エ
リ
ア
を
合
算
し
た
物
量
の
支

援
物
資
が
本
土
か
ら
石
垣
港
に
運
ば
れ

て
き
た
。

【
訓
練
で
主
に
確
認
し
た
点
】

❶
石
垣
港
に
到
着
し
た
全
て
の
支
援
物

資
を
、
一
旦
、
一
括
し
て
受
け
入
れ
る

施
設
が
必
要
。
ま
た
、そ
の
施
設
で
「
荷

ほ
ど
き
」、
目
的
地
ご
と
に
物
資
の
「
仕

分
け
」、
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
「
積
み
込
み
」

等
の
作
業
が
発
生
す
る
。
今
回
の
訓
練

会
場
で
あ
る
屋
内
練
習
場
は
、
適
当
な

施
設
か
。

お
問
合
せ
先

運
輸
部
　
総
務
運
航
課
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❷
国
、
県
、
市
町
担
当
者
の
そ
れ
ぞ
れ

の
動
き
は
、
連
携
で
き
る
か
。

【
訓
練
を
行
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
】

❶
に
つ
い
て

　
広
さ
：
今
回
の
訓
練
で
は
、
大
型
ト

ラ
ッ
ク
２
台
分
の
物
量
で
作
業
を
行
っ

た
が
、
日
頃
か
ら
石
垣
港
に
就
航
し
て

い
る
貨
物
船
は
最
大
で
大
型
ト
ラ
ッ
ク

３
０
０
台
の
搭
載
が
可
能
で
あ
る
た
め
、

同
施
設
の
み
で
は
許
容
量
オ
ー
バ
ー
。

　
使
い
勝
手
：
出
入
口
の
高
さ
の
関
係

上
、
大
型
車
両
を
同
施
設
の
屋
内
に
進

入
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
あ
れ
ば
荷
物
の
積

み
下
ろ
し
に
支
障
は
な
か
っ
た
。

　
災
害
時
の
物
流
に
特
化
し
た
対
策
本

部
を
、
当
施
設
内
に
設
置
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
（
迅

速
な
指
揮
命
令
を
実
現
で
き
る
環
境
）。

　
　
　

❷
に
つ
い
て

　
今
回
、
多
く
の
職
員
が
参
加
し
た
こ

と
か
ら
物
資
の
流
れ
は
円
滑
な
も
の
で

あ
っ
た
。

　
実
際
の
被
災
時
に
は
、
少
人
数
で
の

運
営
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

少
人
数
で
も
運
営
で
き
る
体
制
の
検
討

が
必
要
。

　
今
回
の
訓
練
の
反
省
も
活
か
し
、
今

後
も
災
害
時
の
物
資
輸
送
対
策
等
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人 事 異 動

沖
縄
総
合
事
務
局
長

　  み
う
ら
　
　
　
　
　
　け
ん
た
ろ
う

三
浦 

健
太
郎

出身地 東京都
略　歴 平成元年　総務庁入庁
　　　　沖縄科学技術大学院大学学園監事を経て現職
趣　味 鉄道、カメラ（どちらも休眠中）
抱　負 沖縄の皆さんとともに働かせていただけることを大変嬉しく思っておりま

す。これまでの経験などを活かしつつ、“知っているつもり”や“分かってい
るつもり”を厳に戒めて、沖縄振興に力を尽くしてまいります。

官
房
審
議
官

　さ
い
と
う
　
　
　
　
　か
お
る

齊
藤

　馨

出身地 神奈川県
略　歴 平成４年　総理府入府
　　　　沖縄振興開発金融公庫理事を経て現職
趣　味 ヨット（外洋航海）
抱　負 内閣府で沖縄政策を担当するのは初めてです。沖縄振興開発金融公

庫での２年間の経験を活かして、微力ながら力を尽くしてまいりますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。

お知らせ 1　 information

国からの物資到着

荷ほどき・荷捌き作業石垣市・竹富町・与那国町の避難所へ物資搬出

空港・港から物資が到着

屋内練習場

【対策本部】

【荷捌き】石垣市内

竹富町、与那国町

【荷積み】

石垣島

西表島

黒島
竹富島小浜島

波照間島

鳩間島
与那国島
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11
月
27
日
（
月
）
に
浦
添
市
の
沖
縄

建
設
労
働
者
研
修
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、

沖
縄
県
内
の
建
設
業
者
を
対
象
と
し
た
、

「
令
和
５
年
度
建
設
業
法
令
遵
守
等
講
習

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、「
建
設
業
取
引
適
正
化
推
進

期
間
」（
10
月
〜
12
月
）
の
取
組
み
の
一

環
と
し
て
、沖
縄
総
合
事
務
局
・
沖
縄
県
・

（
一
社
）
沖
縄
県
建
設
業
協
会
の
主
催
に

よ
り
開
催
し
た
も
の
で
、「
建
設
業
法
令

遵
守
等
に
つ
い
て
」（
沖
総
局
）、「
建
設

業
の
適
正
取
引
に
向
け
て
〜
実
際
の
ト

ラ
ブ
ル
事
例
を
踏
ま
え
て
〜
」（（
公
財
）

建
設
業
適
正
取
引
推
進
機
構
）、「
建
設

業
行
政
の
取
組
み
に
つ
い
て
」（
沖
総

局
）、「
建
設
業
許
可
・
経
営
事
項
審
査

の
電
子
申
請
と
沖
縄
県
の
建
設
業
許
可

に
つ
い
て
」（
沖
縄
県
）、
の
四
項
目
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
習
会
に
は
建
設
業
者
約
40
人
が
受

講
し
、
建
設
業
法
の
概
要
や
元
請
下
請

間
の
取
引
適
正
化
、
経
営
事
項
審
査
の

電
子
申
請
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

開
発
建
設
部
　
建
設
産
業
・
地
方
整
備
課
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建
設
業
法
令
遵
守
等

講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
！

開発建設部




